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1. 本事業の概要 

1.1 本事業の目的 

1.1.1 本事業の背景 

近年、我が国では地震、豪雨、台風などに伴う自然災害が頻発する傾向が強まっており、

官民を挙げた防災・減災に向けた取組の推進とともに、災害発生時の対応の迅速化も大きな

政策課題となっている。 

特に九州地方では、熊本地震以降、毎年大規模自然災害が発生しており、多くの犠牲者・

被災者とともに地域経済の疲弊、巨額の経済的損失が生じ、地域中小企業にも甚大な被害と

影響が及んでいる。 

災害発生時の中小企業対策としては、中小企業庁、地方経済産業局、自治体、商工団体等

が連携し、被災地域の中小企業や個人事業主（以下、中小企業等という）が被った被害（以

下、商工被害という）を速やかに把握し、激甚災害指定の可否や被害状況に応じた対策を検

討することとしている。 

しかしながら特に災害発生前後から激甚災害指定（見込み）発表に至る初動フェーズにお

いては、①被災状況・被害情報の不足、②現地調査結果の集約に多くの時間と手間を要する、

③個社・地域単位での被害額の算出・推計が困難、といった課題があり、被災地の自治体・

商工団体を筆頭に、関係機関は毎回、対応に苦慮・疲弊している。 

 

1.1.2 本事業の目的 

本プロジェクトは、上記課題の解決を図るため、国・自治体・商工団体等が共同利用し、

迅速・正確な情報共有や、被害額推計作業を容易にするクラウド上の DX ツール「商工災害

対応支援ツール（Counter Industrial Disaster, Assist Tool、略称：Cidat）」（以下、本ツール

という）のプロトタイプを開発し、九州管内の一部自治体・商工団体等と連携した実証テス

トの実施を通じて、災害発生時におけるその有効性を検証、将来的な全国展開に向けた課題

摘出や解決策の検討を行うことをその目的とする。 

 

現在の商工被害を把握するための一般的な業務スキームと、本ツールを活用した場合の

業務スキームを、以下の「図 1 商工被害情報把握業務の現状と本ツール利用時の比較」に

示す。 
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① 本ツールの操作方法、活用手法に関する各ユーザへの分かりやすい情報提供 

実証テストを通じて本ツールの操作性そのものは概ね問題ないことが確認できてい

るものの、全国展開を視野に入れた場合、特に導入時において各ユーザの技術的・心理

的ハードルを下げるために、操作方法、活用手法等をより分かりやすく示すため、操作

マニュアルのさらなる改善や操作方法等に関する解説動画の提供（自治体・関係機関向

けの限定公開）、トラブルシューティング（Q&A 集、チャット Bot の活用等）の充実と

いった対策を検討すべきである。 

 

② 全国規模での使用を前提とした低コスト化と負荷容量増大への対応 

全国展開にあたっては、災害時の対応や平時の運用に支障を及ぼさないことを前提と

しつつ、本ツールの維持コストを低減する現実的な対策を検討する必要がある。この点

については、ライセンス形態の変更（例：従量課金制）、あるいは実際の災害対応時の利

用状況等を踏まえた、保持ライセンス数の調整等により、維持コストの大幅な低減は可

能であると見込まれるが、今後、より詳細な検討が必要である。 

また、全国規模で本ツールを利用する場合（特に広域災害時）、膨大なデータ処理が同

時集中することが予想されるため、Microsoft 社でシステム障害が発生した場合の対応

を含め、より詳細な負荷容量の検証とシステム面での解決手法の検討とともに、万一、

本ツールが機能しない場合のバックアップ手段を確保し、関係者に周知徹底しておく必

要がある。 

 

③ 商工災害対応及び本ツールの普及・利活用促進に向けた連携体制の構築 

全国の自治体・商工団体等に本ツールの普及・利活用を促進させるため、省内、特に

中小企業庁と地方経済産業局の緊密な連携体制を構築し、効果的な情報提供・普及啓発

を行っていく必要がある。同時に内閣府、財務省などの関係省庁にも本ツールに対する

理解を広め、本ツールの安定的な稼働と継続的な改良・発展（運用予算の安定確保、他

省庁の防災システムとの連携等）を図ることが必要である。 

 

本ツールは、全国の自治体や関係機関にとって、従来型の商工災害対応を大幅に迅速化・

効率化・省力化するポテンシャルを有する重要な DX ツールである。 

このため、全国展開に向けた次のステップとして、今回の実証テスト結果を踏まえた改

修・改良、機能の精査等を行うとともに、規模を九州スケールに拡大して実際の災害時を含

む実証調査（数ヶ月～1 年程度）を実施し、上記に示した各課題事項に関するデータ蓄積と

具体的・実践的な解決策を検討・検証することが有効であると考えられる。 
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1.3 結論 

1.3.1 本システムのプロトタイプ開発 

 Power Platform にて、本システムのプロトタイプを開発した。開発したプロトタイプの

構成は、「2.1 システム構成」に示す。また、実装している機能については、「2.2 機能一

覧」の通りである。 

各作業タスクやその進捗状況、検討事項等は、プロジェクト・タスク管理ツールである

「Backlog」にて関係者全員で共有・管理するとともに、原則として毎日 10 時から開催する

スクラムミーティング及び毎週 1 回開催する仕様検討会議で共有・調整を行った。 

 また、実証テストの結果を踏まえて、一部機能の性能改善も実施済みであり、仕様書等に

定める要求事項を満たす機能は全て実装できている。 

 

1.3.2 災害時を想定した実証テストによる有効性検証 

 2023 年 3 月 16 日（木）～20 日（月）にかけて、合計 24 機関（自治体・九州経済産業局

を含む）が参加する小規模な実証テストを、九州域内 4 カ所で実施した。実証の詳細につい

ては、「3.1 実施内容」に示す。 

 いずれの参加機関も実際に操作した上で本ツールに対して肯定的なスタンスであり、特

に、入力項目が整理されており操作が容易なことや、スマホからも操作できる簡便性・効率

性・省力化が高く評価されたほか、収集した被害情報の自動集計・分析、地図上への表示や

データ出力が可能であること等も好評で、全ての実証地域から、さらなる改良と国による本

格実装を期待する声が寄せられている。 

 

1.3.3 将来的な全国展開を見据えた、潜在的な課題抽出・解決策の検討 

本調査において、九州域内 4 カ所で行った実証テストの結果、引き続き機能の改善や拡

張等が必要とされてはいるものの、本ツールが基本的に商工災害対応における現場ニーズ

に即した有効なソリューションであることが確認された。 

他方、本調査を通じて抽出された将来的な全国展開に向けた潜在的な課題とその解決案

としては、以下のようなものが挙げられる。 

 

① 本ツールの操作方法、活用手法に関する各ユーザへの分かりやすい情報提供 

実証テストを通じて本ツールの操作性そのものは概ね問題ないことが確認できてい

るものの、全国展開を視野に入れた場合、特に導入時において各ユーザの技術的・心理

的ハードルを下げるために、操作方法、活用手法等をより分かりやすく示すため、操作
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マニュアルのさらなる改善や操作方法等に関する解説動画の提供（自治体・関係機関向

けの限定公開）、トラブルシューティング（Q&A 集、チャット Bot の活用等）の充実と

いった対策を検討すべきである。 

 

② 全国規模での使用を前提とした低コスト化と負荷容量増大への対応 

全国展開にあたっては、災害時の対応や平時の運用に支障を及ぼさないことを前提と

しつつ、本ツールの維持コストを低減する現実的な対策を検討する必要がある。この点

については、ライセンス形態の変更（例：従量課金制）、あるいは実際の災害対応時の利

用状況等を踏まえた、保持ライセンス数の調整等により、維持コストの大幅な低減は可

能であると見込まれるが、今後、より詳細な検討が必要である。 

また、全国規模で本ツールを利用する場合（特に広域災害時）、膨大なデータ処理が同

時集中することが予想されるため、Microsoft 社でシステム障害が発生した場合の対応

を含め、より詳細な負荷容量の検証とシステム面での解決手法の検討とともに、万一、

本ツールが機能しない場合のバックアップ手段を確保し、関係者に周知徹底しておく必

要がある。 

 

③ 商工災害対応及び本ツールの普及・利活用促進に向けた連携体制の構築 

全国の自治体・商工団体等に本ツールの普及・利活用を促進させるため、省内、特に

中小企業庁と地方経済産業局の緊密な連携体制を構築し、効果的な情報提供・普及啓発

を行っていく必要がある。同時に内閣府、財務省などの関係省庁にも本ツールに対する

理解を広め、本ツールの安定的な稼働と継続的な改良・発展（運用予算の安定確保、他

省庁の防災システムとの連携等）を図ることが必要である。 

 

本ツールは、全国の自治体や関係機関にとって、従来型の商工災害対応を大幅に迅速化・

効率化・省力化するポテンシャルを有する重要な DX ツールである。 

このため、全国展開に向けた次のステップとして、今回の実証テスト結果を踏まえた改修・

改良、機能の精査等を行うとともに、規模を九州スケールに拡大して実際の災害時を含む実

証調査（数ヶ月～1 年程度）を実施し、上記に示した各課題事項に関するデータ蓄積と具体

的・実践的な解決策を検討・検証することが有効であると考えられる。 

 近年、日本全国で自然災害が頻発化・激甚化しており、それに伴って地域中小企業が被る

被害も甚大なものとなっている。現状、自治体・商工団体がこうした商工災害の現場対応に

当たっているものの、災害による物理的・心理的混乱の中、被災者・被災事業者支援と同時

並行の作業となる激甚災害指定（及びその後の被災事業者支援策の検討）に不可欠な商工被

害情報の収集・報告、被害額の算定等の対応は非常に負荷が大きく、関係機関は毎回、その

対応に苦慮・疲弊しており、国に対して極力負担を軽減できる措置を講じることが切実なニ

ーズとして求められている。 
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また政府としても、激甚災害指定のさらなる迅速化は重要な政策課題となっており（中央

防災会議幹事会決定では、「概ね 1 週間以内を目処に、被害調査の結果と取りまとめ」るこ

ととされている）、本ツールを活用した情報収集・集約の迅速化はその切り札となり得る。 

また同時に、今後、自治体・商工団体の予算・人員削減等により、現場の対応能力はさら

に脆弱化していく構造的問題を抱えており、地方を中心に多くの地域で、従来型の対応は持

続不可能になる可能性が高い。また、近い将来に発生すると予測される南海トラフ地震等の

広域災害についても、あまりに甚大な被災規模（ワーストケースでは東日本大震災の約 10

倍）や、基礎自治体のほぼ全域が被災し、現地の行政・商工団体の機能が完全に麻痺する事

態も想定されることから、従来型の対応で対処することは極めて困難である。 

こうした諸事態に対応していくには、DX を活用した迅速・容易な情報共有の仕組みの構

築や現地調査によらない合理的な被害推計手法の普及、現場の作業負荷の軽減等が不可欠

であり、本ツールはこうした現場ニーズ、政策課題の双方に対応することを可能とし、今後

の効果的・実践的な商工災害対応を継続していく上で決定的な意義を有していると言える。 
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を入力すべきかがすぐにはわからない」という声や、被害情報検索・詳細表示機能について

も、画面レイアウトやマニュアルの拡充を求める声も寄せられた。 
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4. 本事業を通じた現地調査や被害額推計を含む災害発生後

の初動対応における DX化の実効性・有効性の検証 

4.1 実効性・有効性の検証結果 

 実証テストにおける自治体・商工団体からの意見によると、被害情報等の入力のしやすさ

について問題はなく、実際の入力作業でも予定していた作業時間（1 時間）に対してどの機

関も 30 分程度で全事業者の入力を完了しており、情報入力がスムーズにできていた。 

 また、各県庁において実施した、商工被害額の面的推計や被害情報の確認についても、予

定していた作業時間 1 時間に対して 30 分程度で完了している。 

これらのことから、災害発生時の初動対応として本ツールが、作業スピードの向上、効率

化、省力化に貢献できることが確認できた。 

また、収集した被害情報の自動集計・分析、地図上への表示やデータ出力が可能であるこ

と、報告フォーマットへの転記が容易であることなども、作業の迅速化、効率化、省力化、

情報面での付加価値向上に加え、組織幹部等への報告資料や外部公表資料の作成における

作業効率の向上と省力化といった付帯的なメリットなども評価されている。 

近年、日本全国で自然災害が頻発化・激甚化しており、それに伴って地域中小企業が被る

被害も甚大なものとなっている。現状、自治体・商工団体がこうした商工災害の現場対応に

当たっているものの、災害による物理的・心理的混乱の中、被災者・被災事業者支援と同時

並行の作業となる激甚災害指定（及びその後の被災事業者支援策の検討）に不可欠な商工被

害情報の収集・報告、被害額の算定等の対応は非常に負荷が大きく、関係機関は毎回、その

対応に苦慮・疲弊しており、国に対して極力負担を軽減できる措置を講じることが切実なニ

ーズとして求められている。 

今後、自治体・商工団体の予算・人員削減等により、現場の対応能力はさらに脆弱化して

いく構造的問題を抱えており、地方を中心に多くの地域で、従来型の対応は持続不可能にな

る可能性が高い。また、近い将来に発生すると予測される南海トラフ地震等の広域災害につ

いても、あまりに甚大な被災規模（ワーストケースでは東日本大震災の約 10 倍）や、基礎

自治体のほぼ全域が被災し、現地の行政・商工団体の機能が完全に麻痺する事態も想定され

ることから、従来型の対応で対処することは極めて困難である。 

こうした諸事態に対応していくには、DX を活用した迅速・容易な情報共有の仕組みの構

築や現地調査によらない合理的な被害推計手法の普及、現場の作業負荷の軽減等が不可欠

であり、本ツールはこうした現場ニーズ、政策課題の双方に対応することを可能とし、今後

の効果的・実践的な商工災害対応を継続していく上で決定的な意義を有していると言える。 
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4.2 全国展開に向けた今後の検討課題 

本調査において、九州域内 4 カ所で行った実証テストの結果、引き続き機能の改善や拡

張等が必要とされてはいるものの、本ツールが基本的に商工災害対応における現場ニーズ

に即した有効なソリューションであることが確認された。 

他方、本調査を通じて抽出された将来的な全国展開に向けた潜在的な課題とその解決案

としては、以下のようなものが挙げられる。 

 

① 本ツールの操作方法、活用手法に関する各ユーザへの分かりやすい情報提供 

実証テストを通じて本ツールの操作性そのものは概ね問題ないことが確認できてい

るものの、全国展開を視野に入れた場合、特に導入時において各ユーザの技術的・心理

的ハードルを下げるために、操作方法、活用手法等をより分かりやすく示していくこと

が必要である。 

この解決策としては、操作マニュアルのさらなる改善や操作方法等に関する解説動画

の提供（自治体・関係機関向けの限定公開）、トラブルシューティング（Q&A 集、チャ

ット Bot の活用等）の充実といった対策が挙げられる。 

 

② 全国規模での使用を前提とした低コスト化と負荷容量増大への対応 

本調査では、本ツールで使用するローコードツール（Microsoft Power Platform）のラ

イセンスを月額定額制で購入して事業を遂行した。しかし、全国の自治体・商工団体に

同形態でライセンス付与する場合、本ツールの維持には多額のライセンス費用（維持コ

スト）が必要となる。 

このため全国展開にあたっては、災害時の対応や平時の運用に支障を及ぼさないこと

を前提としつつ、維持コストを低減する現実的な対策を検討する必要がある。この点に

ついては、本ツールで利用するライセンス形態の変更（例：従量課金制）、あるいは実際

の災害対応時の利用状況等を踏まえた、保持ライセンス数の調整等により、維持コスト

の大幅な低減は可能であると見込まれるが、今後、より詳細な検討が必要である。 

また、全国規模で本ツールを利用する場合（特に広域災害時）、膨大なデータ処理が同

時集中することが予想される。 

この点については、Microsoft 社でシステム障害が発生した場合の対応を含め、より

詳細な負荷容量の検証とシステム面での解決手法の検討とともに、万一、本ツールが機

能しない場合のバックアップ手段を確保し、関係者に周知徹底しておく必要がある。 

 

③ 商工災害対応及び本ツールの普及・利活用促進に向けた連携体制の構築 

本ツールが商工災害対応にいかに有効であったとしても、全国の自治体・商工団体等

にその認識が浸透せず、結果として普及・利活用されなければ、現状の課題解決には意
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味をなさない。 

このため、まずは省内、特に中小企業庁と地方経済産業局において、緊密な連携体制

を構築し、全国の自治体や商工団体等に本ツールの普及啓発や利活用を促進していく必

要がある。同時に内閣府、財務省などの関係省庁にも本ツールに対する理解を広め、本

ツールの安定的な稼働と継続的な改良・発展（運用予算の安定確保、他省庁の防災シス

テムとの連携等）を図ることが必要である。 

 

本ツールは、全国の自治体や関係機関にとって、従来型の商工災害対応を大幅に迅速化・

効率化・省力化するポテンシャルを有する重要な DX ツールである。 

このため、全国展開に向けた次のステップとしては、今回の実証テスト結果を踏まえた改

修・改良、機能の精査等を行うとともに、規模を九州スケールに拡大して実際の災害時を含

む実証調査（数ヶ月～1 年程度）を実施し、上記に示した各課題事項に関するデータ蓄積と

具体的・実践的な解決策を検討・検証することが有効であると考えられる。 

 

以 上 
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商工災害対応支援ツール（Cidat）プロトタイプ実証テスト（福岡県）進行手順 

 

○開催日時：令和５年３月１６日（木）9:00～12:00 

○参加機関：福岡県庁、久留米市、福岡県商工会議所連合会、福岡県商工会連合会、久留米商工

会議所、経済産業省（METI）、(株)NECソリューションイノベータ（NES） 

０．開始前 

 

・経産省・NESメンバーは各機関を訪問、ご挨拶及び名刺交換 

・実証テスト用スペースへ移動、PC・スマホ等の電源を確保 

・Teams会議室を立ち上げ、接続状況を確認 

【九州局 鶴丸】 

 お世話になっております。皆様、本日はご多忙の中、「商工災害対応支援ツ

ール（Cidat）プロトタイプ」の実証テストにご参加いただきまして、ありがとうござ

います。 

まもなく実証テスト開始時刻となります。各機関の参加予定者の皆様は、ご

参集ください。各機関、スマートフォンでログインされる予定の方は、アプリのインス

トールはお済みでしょうか。アプリのインストール方法は Cidat プロトタイプの操作

マニュアルに記載しておりますので、ご参照ください。 

１．参加機関点呼 

９：００ 

（9:00-9:03） 

【九州局 鶴丸】 

それでは定刻となりましたので、ただ今から「商工災害対応支援ツール

（Cidat）プロトタイプ」の実証テストを開始いたします。 

最初に、参加各機関の点呼を取らせていただきます。各機関を順次お呼びし

ますのでご返答をよろしくお願いいたします。 

 

＜福岡県庁から順次、参加各機関を点呼＞ 

２．オープニング・概略

説明 

９：０３ 

（9:03-9:10） 

【九州局 鶴丸】 

ありがとうございました。それでは先般の説明会でもご紹介しましたが、本日の

流れを再度確認いたします。 

今回は久留米市内で水害が発生、一部地域では現地調査が不可能な状

態にあるとの想定で実証を行います。この打ち合わせ終了後、皆様はCidatにロ

グインいただき、久留米市役所・久留米商工会議所の皆様は、現地調査に行

かれた想定で、被災事業者の被害情報を入力していただきます。 

県庁の皆様には、現地調査が不可能な地域について、面的な被害額の推

計を実施していただきます。また、県庁、商工会議所連合会、商工会連合会の

皆様には、随時、被害状況の検索・表示を行い、被害状況の把握を行っていた

だきます。これらの作業時間は1時間を予定しております。 

その後、県庁の皆様に30分ほどで国への報告として、各機関が入力した被害
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情報をExcel形式の報告様式に従ってとりまとめ、九州局にメール送付していた

だき、実証テストは終了となります。 

最後に休憩ののち、30分程度、ご参加の皆様に本実証テストを踏まえた、Ci

datプロトタイプに関するヒアリングを行わせていただきます。 

本日の流れは以上ですが、ヒアリング終了までTeams会議はつないだままにさ

せていただきますので、ご不明点等あれば随時お声かけください。 

では、現時点で皆様からご質問等あれば承りますので、ご質問等ある方はお

知らせください。 

 

＜質疑応答（9:10まで）＞ 

３．実証 

９：１０ 

（9:10-10:10） 

【九州局 鶴丸】 

それでは、実証を開始します。お配りしているユーザーIDとパスワードにより、ご

利用のPC及びスマートフォンでCidatプロトタイプにログインしていただき、トップ画

面を表示してください。 

続いて、あらかじめ登録しております、現地調査可能な事業者について、事業

者一覧から参照し、配布しております各被害状況を調査結果として入力してくだ

さい。 

県庁の皆様におかれては、現地調査ができない地域について、面的推計の作

業を開始してください。本実証における対象地域はフロー図に記載していますの

で、ご参照ください。それではよろしくお願いします。 

 

＜9:45～10:00頃＞ 

被害情報の入力が進んでいますので、県庁、商工会議所連合会、商工会

連合会の皆様は、入力された各情報の確認をよろしくお願いします。 

 

４．入力情報確認 

１０：１０ 

（10:10-10:40） 

【九州局 鶴丸】 

 それでは、被害情報の入力はこれで終了となります。県庁の皆様におかれては

検索・集計画面をご確認いただくとともに、入力情報の修正が必要な場合は関

係機関にご連絡いただき、各機関の皆様は適宜、修正作業をしていただきます

ようお願いいたします。 

 

５．被害情報報告・

実証終了 

１０：４０ 

（10:40-11:10） 

【九州局 鶴丸】 

それでは、県庁の皆様におかれましては、被害情報の報告様式への転記及

び九州経済産業局への報告メールの作成・送信をお願いします。 

今回の実証テストでは、メールの送信先は鶴丸としてください。それではよろし
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くお願いします。 

 

<報告メール受信・確認後> 

県庁からの報告メールを確認いたしました。これで本実証テストのプログラムは

全て終了いたしました。皆様、お疲れさまでした。 

これから 10分間の休憩に入らせていただきます。１１：２０から実証後ヒア

リング・意見交換を行わせていただきますので、各自、１１：２０までにお戻り

いただきますようお願いいたします。 

 

＜休憩（11:10～11:20）＞ 

６．実証後ヒアリング・

意見交換 

１１：２０ 

（11:20-11:55） 

【九州局 鶴丸】 

それでは再開いたします。 

ここからは、実証後ヒアリング・意見交換を行わせていただきます。本日の実証

を踏まえて、Cidatプロトタイプや、配付資料等を含め、皆様からのご意見、ご質

問、ご要望等を自由にお聞かせいただきたいと思います。どなたからでも結構です

ので、どうぞよろしくお願いします。 

 

※参加各機関からの意見・質問等に適宜対応。状況に応じて、参加各機関を

指名して発言を促すほか、METI・NES側からも論点を提示して参加各機関へ

質問を行う。 

 

７．クロージング 

１１：５５ 

（11:55～12:00） 

 

 

【九州局 鶴丸】 

 それではお時間となりましたので、以上をもちまして実証後ヒアリング・意見交

換を終了させていただきます。貴重なご意見等を多数いただきまして厚くお礼申

し上げます。本日頂戴しましたご意見等を踏まえ、引き続き Cidat プロトタイプ

のさらなる改良に努めてまいりたいと考えております。 

本日はご多忙の中、長時間にわたってのご参加、誠にありがとうございました。

今後とも引き続きよろしくお願いいたします。 

 

＜METI・NES は適宜、各機関から撤収＞ 
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商工災害対応支援ツール（Cidat）プロトタイプ実証テスト（大分県）進行手順 

 

○開催日時：令和５年３月１６日（木）14:30～17:30 

○参加機関：大分県庁、日田市、大分県商工会議所連合会、大分県商工会連合会、日田商工会議

所、日田地区商工会、経済産業省（METI）、(株)NECソリューションイノベータ（NES） 

０．開始前 

 

・経産省・NESメンバーは各機関を訪問、ご挨拶及び名刺交換 

・実証テスト用スペースへ移動、PC・スマホ等の電源を確保 

・Teams会議室を立ち上げ、接続状況を確認 

【九州局 鶴丸】 

 お世話になっております。皆様、本日はご多忙の中、「商工災害対応支援ツ

ール（Cidat）プロトタイプ」の実証テストにご参加いただきまして、ありがとうござ

います。 

まもなく実証テスト開始時刻となります。各機関の参加予定者の皆様は、ご

参集ください。各機関、スマートフォンでログインされる予定の方は、アプリのインス

トールはお済みでしょうか。アプリのインストール方法は Cidat の操作マニュアルに

記載しておりますので、ご参照ください。 

１．参加機関点呼 

１４：３０ 

（14:30-14:33） 

【九州局 鶴丸】 

それでは定刻となりましたので、ただ今から「商工災害対応支援ツール

（Cidat）プロトタイプ」の実証テストを開始いたします。 

最初に、参加各機関の点呼を取らせていただきます。各機関を順次お呼びし

ますのでご返答をよろしくお願いいたします。 

 

＜大分県庁から順次、参加各機関を点呼＞ 

２．オープニング・概略

説明 

１４：３３ 

（14:33-14:40） 

【九州局 鶴丸】 

ありがとうございました。それでは先般の説明会でもご紹介しましたが、本日の

流れを再度確認いたします。 

今回は日田市内で水害が発生、一部地域では現地調査が不可能な状態

にあるとの想定で実証を行います。この打ち合わせ終了後、皆様はCidatにログ

インいただき、日田商工会議所・日田地区商工会の皆様は、現地調査に行か

れた想定で、被災事業者の被害情報を入力していただきます。 

県庁の皆様には、現地調査が不可能な地域について、面的な被害額の推

計を実施していただきます。また、県庁、商工会議所連合会、商工会連合会の

皆様には、随時、被害状況の検索・表示を行い、被害状況の把握を行っていた

だきます。これらの作業時間は1時間を予定しております。 

その後、県庁の皆様に30分ほどで国への報告として、各機関が入力した被害
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情報をExcel形式の報告様式に従ってとりまとめ、九州局にメール送付していた

だき、実証テストは終了となります。 

最後に休憩ののち、30分程度、ご参加の皆様に本実証テストを踏まえた、Ci

datプロトタイプに関するヒアリングを行わせていただきます。 

本日の流れは以上ですが、ヒアリング終了までTeams会議はつないだままにさ

せていただきますので、ご不明点等あれば随時お声かけください。 

では、現時点で皆様からご質問等あれば承りますので、ご質問等ある方はお

知らせください。 

 

＜質疑応答（14:40まで）＞ 

３．実証 

１４：４０ 

（14:40-15:40） 

【九州局 鶴丸】 

それでは、実証を開始します。お配りしているユーザーIDとパスワードにより、ご

利用のPC及びスマートフォンでCidatプロトタイプにログインしていただき、トップ画

面を表示してください。 

続いて、あらかじめ登録しております、現地調査可能な事業者について、事業

者一覧から参照し、配布しております各被害状況を調査結果として入力してくだ

さい。 

県庁の皆様におかれては、現地調査ができない地域について、面的推計の作

業を開始してください。本実証における対象地域はフロー図に記載していますの

で、ご参照ください。それではよろしくお願いします。 

 

＜15:15～15:30頃＞ 

被害情報の入力が進んでいますので、県庁、商工会議所連合会、商工会

連合会の皆様は、入力された各情報の確認をよろしくお願いします。 

 

４．入力情報確認 

１５：４０ 

（15:40-16:10） 

【九州局 鶴丸】 

それでは、被害情報の入力はこれで終了となります。県庁の皆様におかれて

は検索・集計画面をご確認いただくとともに、入力情報の修正が必要な場合は

関係機関にご連絡いただき、各機関の皆様は適宜、修正作業をしていただきま

すようお願いいたします。 

 

５．被害情報報告・

実証終了 

１６：１０ 

（16:10-16:40） 

【九州局 鶴丸】 

それでは、県庁の皆様におかれましては、被害情報の報告様式への転記及

び九州経済産業局への報告メールの作成・送信をお願いします。 

今回の実証テストでは、メールの送信先は鶴丸としてください。それではよろし
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くお願いします。 

 

<報告メール受信・確認後> 

県庁からの報告メールを確認いたしました。これで本実証テストのプログラムは

全て終了いたしました。皆様、お疲れさまでした。 

これから 10分間の休憩に入らせていただきます。１６：５０から実証後ヒア

リング・意見交換を行わせていただきますので、各自、１６：５０までにお戻り

いただきますようお願いいたします。 

 

＜休憩（16:40～16:50）＞ 

６．実証後ヒアリング・

意見交換 

１６：５０ 

（16:50-17:25） 

【九州局 鶴丸】 

それでは再開いたします。 

ここからは、実証後ヒアリング・意見交換を行わせていただきます。本日の実証

を踏まえて、Cidatプロトタイプや、配付資料等を含め、皆様からのご意見、ご質

問、ご要望等を自由にお聞かせいただきたいと思います。どなたからでも結構です

ので、どうぞよろしくお願いします。 

 

※参加各機関からの意見・質問等に適宜対応。状況に応じて、参加各機関を

指名して発言を促すほか、METI・NES側からも論点を提示して参加各機関へ

質問を行う。 

 

７．クロージング 

１７：２５ 

（17:25～17:30） 

 

 

【九州局 鶴丸】 

 それではお時間となりましたので、以上をもちまして実証後ヒアリング・意見交

換を終了させていただきます。貴重なご意見等を多数いただきまして厚くお礼申

し上げます。本日頂戴しましたご意見等を踏まえ、引き続き Cidat プロトタイプ

のさらなる改良に努めてまいりたいと考えております。 

本日はご多忙の中、長時間にわたってのご参加、誠にありがとうございました。

今後とも引き続きよろしくお願いいたします。 

 

＜METI・NES は適宜、各機関から撤収＞ 
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商工災害対応支援ツール（Cidat）プロトタイプ実証テスト（宮崎県）進行手順 

 

○開催日時：令和５年３月１７日（金）13:00～16:00 

○参加機関：宮崎県庁、宮崎市、宮崎県商工会議所連合会、宮崎県商工会連合会、宮崎商工会議

所、高岡町商工会、経済産業省（METI）、(株)NECソリューションイノベータ（NES） 

０．開始前 

 

・経産省・NESメンバーは各機関を訪問、ご挨拶及び名刺交換 

・実証テスト用スペースへ移動、PC・スマホ等の電源を確保 

・Teams会議室を立ち上げ、接続状況を確認 

【九州局 鶴丸】 

 お世話になっております。皆様、本日はご多忙の中、「商工災害対応支援ツ

ール（Cidat）プロトタイプ」の実証テストにご参加いただきまして、ありがとうござ

います。 

まもなく実証テスト開始時刻となります。各機関の参加予定者の皆様は、ご

参集ください。各機関、スマートフォンでログインされる予定の方は、アプリのインス

トールはお済みでしょうか。アプリのインストール方法は Cidat の操作マニュアルに

記載しておりますので、ご参照ください。 

１．参加機関点呼 

１３：００ 

（13:00-13:03） 

【九州局 鶴丸】 

それでは定刻となりましたので、ただ今から「商工災害対応支援ツール

（Cidat）プロトタイプ」の実証テストを開始いたします。 

最初に、参加各機関の点呼を取らせていただきます。各機関を順次お呼びし

ますのでご返答をよろしくお願いいたします。 

 

＜宮崎県庁から順次、参加各機関を点呼＞ 

２．オープニング・概略

説明 

１３：０３ 

（13:03-13:10） 

【九州局 鶴丸】 

ありがとうございました。それでは先般の説明会でもご紹介しましたが、本日の

流れを再度確認いたします。 

今回は宮崎市内で水害が発生、一部地域では現地調査が不可能な状態

にあるとの想定で実証を行います。この打ち合わせ終了後、皆様はCidatにログ

インいただき、宮崎商工会議所・高岡町商工会の皆様は、現地調査に行かれ

た想定で、被災事業者の被害情報を入力していただきます。 

県庁の皆様には、現地調査が不可能な地域について、面的な被害額の推

計を実施していただきます。また、県庁、商工会議所連合会、商工会連合会の

皆様には、随時、被害状況の検索・表示を行い、被害状況の把握を行っていた

だきます。これらの作業時間は1時間を予定しております。 

その後、県庁の皆様に30分ほどで国への報告として、各機関が入力した被害
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情報をExcel形式の報告様式に従ってとりまとめ、九州局にメール送付していた

だき、実証テストは終了となります。 

最後に休憩ののち、30分程度、ご参加の皆様に本実証テストを踏まえた、Ci

datプロトタイプに関するヒアリングを行わせていただきます。 

本日の流れは以上ですが、ヒアリング終了までTeams会議はつないだままにさ

せていただきますので、ご不明点等あれば随時お声かけください。 

では、現時点で皆様からご質問等あれば承りますので、ご質問等ある方はお

知らせください。 

 

＜質疑応答（13:10まで）＞ 

３．実証 

１３：１０ 

（13:10-14:10） 

【九州局 鶴丸】 

それでは、実証を開始します。お配りしているユーザーIDとパスワードにより、ご

利用のPC及びスマートフォンでCidatプロトタイプにログインしていただき、トップ画

面を表示してください。 

続いて、あらかじめ登録しております、現地調査可能な事業者について、事業

者一覧から参照し、配布しております各被害状況を調査結果として入力してくだ

さい。 

県庁の皆様におかれては、現地調査ができない地域について、面的推計の作

業を開始してください。本実証における対象地域はフロー図に記載していますの

で、ご参照ください。それではよろしくお願いします。 

 

＜13:45～14:00頃＞ 

被害情報の入力が進んでいますので、県庁、商工会議所連合会、商工会

連合会の皆様は、入力された各情報の確認をよろしくお願いします。 

 

４．入力情報確認 

１４：１０ 

（14:10-14:40） 

【九州局 鶴丸】 

それでは、被害情報の入力はこれで終了となります。県庁の皆様におかれて

は検索・集計画面をご確認いただくとともに、入力情報の修正が必要な場合は

関係機関にご連絡いただき、各機関の皆様は適宜、修正作業をしていただきま

すようお願いいたします。 

 

５．被害情報報告・

実証終了 

１４：４０ 

（14:40-15:10） 

【九州局 鶴丸】 

それでは、県庁の皆様におかれましては、被害情報の報告様式への転記及

び九州経済産業局への報告メールの作成・送信をお願いします。 

今回の実証テストでは、メールの送信先は鶴丸としてください。それではよろし
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くお願いします。 

 

<報告メール受信・確認後> 

県庁からの報告メールを確認いたしました。これで本実証テストのプログラムは

全て終了いたしました。皆様、お疲れさまでした。 

これから 10分間の休憩に入らせていただきます。１５：２０から実証後ヒア

リング・意見交換を行わせていただきますので、各自、１５：２０までにお戻り

いただきますようお願いいたします。 

 

＜休憩（15:10～15:20）＞ 

６．実証後ヒアリング・

意見交換 

１５：２０ 

（15:20-15:55） 

【九州局 鶴丸】 

それでは再開いたします。 

ここからは、実証後ヒアリング・意見交換を行わせていただきます。本日の実証

を踏まえて、Cidatプロトタイプや、配付資料等を含め、皆様からのご意見、ご質

問、ご要望等を自由にお聞かせいただきたいと思います。どなたからでも結構です

ので、どうぞよろしくお願いします。 

 

※参加各機関からの意見・質問等に適宜対応。状況に応じて、参加各機関を

指名して発言を促すほか、METI・NES側からも論点を提示して参加各機関へ

質問を行う。 

 

７．クロージング 

１５：５５ 

（15:55～16:00） 

 

 

【九州局 鶴丸】 

 それではお時間となりましたので、以上をもちまして実証後ヒアリング・意見交

換を終了させていただきます。貴重なご意見等を多数いただきまして厚くお礼申

し上げます。本日頂戴しましたご意見等を踏まえ、引き続き Cidat プロトタイプ

のさらなる改良に努めてまいりたいと考えております。 

本日はご多忙の中、長時間にわたってのご参加、誠にありがとうございました。

今後とも引き続きよろしくお願いいたします。 

 

＜METI・NES は適宜、各機関から撤収＞ 
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商工災害対応支援ツール（Cidat）プロトタイプ実証テスト（佐賀県）進行手順 

 

○開催日時：令和５年３月２０日（月）13:30～16:30 

○参加機関：佐賀県庁、佐賀市、佐賀県商工会議所連合会、佐賀県商工会連合会、武雄商工会議

所、武雄市商工会、経済産業省（METI）、(株)NECソリューションイノベータ（NES） 

０．開始前 

 

・経産省・NESメンバーは各機関を訪問、ご挨拶及び名刺交換 

・実証テスト用スペースへ移動、PC・スマホ等の電源を確保 

・Teams会議室を立ち上げ、接続状況を確認 

【九州局 鶴丸】 

 お世話になっております。皆様、本日はご多忙の中、「商工災害対応支援ツ

ール（Cidat）プロトタイプ」の実証テストにご参加いただきまして、ありがとうござ

います。 

まもなく実証テスト開始時刻となります。各機関の参加予定者の皆様は、ご

参集ください。各機関、スマートフォンでログインされる予定の方は、アプリのインス

トールはお済みでしょうか。アプリのインストール方法は Cidat の操作マニュアルに

記載しておりますので、ご参照ください。 

１．参加機関点呼 

１３：３０ 

（13:30-13:33） 

【九州局 鶴丸】 

それでは定刻となりましたので、ただ今から「商工災害対応支援ツール

（Cidat）プロトタイプ」の実証テストを開始いたします。 

最初に、参加各機関の点呼を取らせていただきます。各機関を順次お呼びし

ますのでご返答をよろしくお願いいたします。 

 

＜宮崎県庁から順次、参加各機関を点呼＞ 

２．オープニング・概略

説明 

１３：３３ 

（13:33-13:40） 

【九州局 鶴丸】 

ありがとうございました。それでは先般の説明会でもご紹介しましたが、本日の

流れを再度確認いたします。 

今回は武雄市内で水害が発生、一部地域では現地調査が不可能な状態

にあるとの想定で実証を行います。この打ち合わせ終了後、皆様はCidatにログ

インいただき、武雄商工会議所・武雄市商工会の皆様は、現地調査に行かれ

た想定で、被災事業者の被害情報を入力していただきます。 

県庁の皆様には、現地調査が不可能な地域について、面的な被害額の推

計を実施していただきます。また、県庁、商工会議所連合会、商工会連合会の

皆様には、随時、被害状況の検索・表示を行い、被害状況の把握を行っていた

だきます。これらの作業時間は1時間を予定しております。 

その後、県庁の皆様に30分ほどで国への報告として、各機関が入力した被害
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情報をExcel形式の報告様式に従ってとりまとめ、九州局にメール送付していた

だき、実証テストは終了となります。 

最後に休憩ののち、30分程度、ご参加の皆様に本実証テストを踏まえた、Ci

datプロトタイプに関するヒアリングを行わせていただきます。 

本日の流れは以上ですが、ヒアリング終了までTeams会議はつないだままにさ

せていただきますので、ご不明点等あれば随時お声かけください。 

では、現時点で皆様からご質問等あれば承りますので、ご質問等ある方はお

知らせください。 

 

＜質疑応答（13:40まで）＞ 

３．実証 

１３：４０ 

（13:40-14:40） 

【九州局 鶴丸】 

それでは、実証を開始します。お配りしているユーザーIDとパスワードにより、ご

利用のPC及びスマートフォンでCidatプロトタイプにログインしていただき、トップ画

面を表示してください。 

続いて、あらかじめ登録しております、現地調査可能な事業者について、事業

者一覧から参照し、配布しております各被害状況を調査結果として入力してくだ

さい。 

県庁の皆様におかれては、現地調査ができない地域について、面的推計の作

業を開始してください。本実証における対象地域はフロー図に記載していますの

で、ご参照ください。それではよろしくお願いします。 

 

＜14:15～14:30頃＞ 

被害情報の入力が進んでいますので、県庁、商工会議所連合会、商工会

連合会の皆様は、入力された各情報の確認をよろしくお願いします。 

 

４．入力情報確認 

１４：４０ 

（14:40-15:10） 

【九州局 鶴丸】 

それでは、被害情報の入力はこれで終了となります。県庁の皆様におかれて

は検索・集計画面をご確認いただくとともに、入力情報の修正が必要な場合は

関係機関にご連絡いただき、各機関の皆様は適宜、修正作業をしていただきま

すようお願いいたします。 

 

５．被害情報報告・

実証終了 

１５：１０ 

（15:10-15:20） 

【九州局 鶴丸】 

それでは、県庁の皆様におかれましては、被害情報の報告様式への転記及

び九州経済産業局への報告メールの作成・送信をお願いします。 

今回の実証テストでは、メールの送信先は鶴丸としてください。それではよろし
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くお願いします。 

 

<報告メール受信・確認後> 

県庁からの報告メールを確認いたしました。これで本実証テストのプログラムは

全て終了いたしました。皆様、お疲れさまでした。 

これから 10分間の休憩に入らせていただきます。１５：２０から実証後ヒア

リング・意見交換を行わせていただきますので、各自、１５：２０までにお戻り

いただきますようお願いいたします。 

 

＜休憩（15:10～15:20）＞ 

６．実証後ヒアリング・

意見交換 

１５：２０ 

（15:20-15:55） 

【九州局 鶴丸】 

それでは再開いたします。 

ここからは、実証後ヒアリング・意見交換を行わせていただきます。本日の実証

を踏まえて、Cidatプロトタイプや、配付資料等を含め、皆様からのご意見、ご質

問、ご要望等を自由にお聞かせいただきたいと思います。どなたからでも結構です

ので、どうぞよろしくお願いします。 

 

※参加各機関からの意見・質問等に適宜対応。状況に応じて、参加各機関を

指名して発言を促すほか、METI・NES側からも論点を提示して参加各機関へ

質問を行う。 

 

７．クロージング 

１５：５５ 

（15:55～16:00） 

 

 

【九州局 鶴丸】 

 それではお時間となりましたので、以上をもちまして実証後ヒアリング・意見交

換を終了させていただきます。貴重なご意見等を多数いただきまして厚くお礼申

し上げます。本日頂戴しましたご意見等を踏まえ、引き続き Cidat プロトタイプ

のさらなる改良に努めてまいりたいと考えております。 

本日はご多忙の中、長時間にわたってのご参加、誠にありがとうございました。

今後とも引き続きよろしくお願いいたします。 

 

＜METI・NES は適宜、各機関から撤収＞ 

 

 



商工災害対応支援ツール実証結果

▌商工災害対応支援ツール実証について

以下の日程で実証を行った。各自治体の実証参加機関は以下の通り。

No 日程 想定災害発生場所 参加機関

1 2023年3月16日（木） 9：00～12：00 福岡県久留米市
福岡県庁、久留米市、福岡県商工会議所連合会、福岡県商工会連
合会、久留米商工会議所

2 2023年3月16日（木） 14：30～17：30 大分県日田市
大分県庁、日田市、大分県商工会議所連合会、大分県商工会連合
会、日田商工会議所、日田地区商工会

3 2023年3月17日（金） 13：00～16：00 宮崎県宮崎市
宮崎県庁、宮崎市、宮崎県商工会議所連合会、宮崎県商工会連合
会、宮崎商工会議所、高岡町商工会

4 2023年3月20日（月） 13：30～16：30 佐賀県武雄市
佐賀県庁、武雄市、佐賀県商工会議所連合会、佐賀県商工会連合
会、武雄商工会議所、武雄市商工会
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要望・改善に関する優先度設定の考え方

▌ 要望・改善については、以下の考え方により、優先度・対応時期を検討し、下表のとおりとりまとめた。次ページ以降、

各意見を区分別に表に表す。

実施時期（優先度） 考え方 件数

FY2022実施
実証後ヒアリングで、複数自治体から要望・改善依頼があり、早期に実現すること
により、業務効率化に十分に資すると考えられ、FY2022中に実施するのが望まし
いと判断したもの

1

FY2023実施
実証後ヒアリングで要望・改善依頼があり、業務効率化に十分に資すると考えられ、
FY2023中に実施するのが望ましいと判断したもの

20

実施時期
要調整

高 ※FY2022、FY2023実施対象と定める ー

中
一定程度の業務効率化・効果が見込まれるものの、他要望・改善や業務との兼ね合
い・システム化難易度などを考慮し、対応時期などの調整が必要と判断したもの

0

低
限られた拠点・業務での業務効率化が見込まれるものの、投資対効果を踏まえ、優
先度が低いと判断したもの

7

その他

却下 本ツールの目的とは異なるもの、本ツールでの実現は望ましくないと判断したもの 7

対応済 実証の中で対応が完了しているもの 4

調査中
調査中のため、実現性が判断できないもの。調査終了次第、貴局と実施時期・優先
度を協議させていただく

2

対応なし システム化に依らない対応が適切であると判断したもの 1

合計 42

＜別紙6＞
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要望・改善一覧 FY2022、FY2023

No 意見 対応 優先度

1
金額の入力→カーソルを変えたときにカンマが自動で打たれるよう
にしてほしい

複数自治体で要望があったため、本委託調査事業内で対応済み FY2022

No 意見 対応 優先度

1
事業者情報のタブ以外にもどの事業者のデータを選択しているかがわ
かるようにしてほしい。（公用iPadが１つしかないため、持ち帰り後
一斉に入力するケースも想定されるため）

「保存」ボタンの横に、事業者名を表示させる。それ以上の情報を
表示する場合、現状の画面レイアウトが崩れるため、検討が必要。
見積もり工数は2h

FY2023

2
出力した情報を担当者別にマッピングして、地図上で情報を確認した
り、目的地を確認できるような機能を実装してほしい

2023年度に実装する方向で検討する。なお、C-Mapとの連携とも併
せて検討する必要がある

FY2023

3 追加調査項目の入力をプルダウン式にしてほしい
選択肢は固定（有、無、不明）とし、自由入力の欄は、備考に入力
することとする。見積もり工数は4h

FY2023

4 会員のデータをCSV等でインポートできる機能が欲しい 2023年度に実装する方向で検討する FY2023

5 写真撮影機能：撮影ボタンが欲しい 2023年度に実装する方向で検討する。見積もり工数は1h FY2023

6
事業所の面積：坪等で言う方もいらっしゃると思うので単位の変換機
能が欲しい

2023年度に実装する方向で検討する FY2023

7
検索画面：事業者データを表示する画面ですべてのデータが同じ大き
さで表示されているため、重要な情報がどれか判別しにくい

2023年度に実装する方向で検討する FY2023

8 検索画面：色味を変えてわかりやすい表示をしてほしい 2023年度に実装する方向で検討する FY2023

▌ FY2022

▌ FY2023（1/3）
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要望・改善一覧 FY2023

No 意見 対応 優先度

9 被災事業者の復旧状況等も入力できるようにしてほしい
被災事業者の復旧状況の記録等については、2023年度の検討事項と
する（Backlog：CCDS2022-127 【FY2023】事業者の再開状況につ
いて）

FY2023

10
激甚災害の指定を受けられるかが着地点になると考えている。被害額
の積み上げが激甚災害の認定を受けるまでどの程度必要かわかるよう
にしてほしい

2023年度に実装する方向で検討する FY2023

11
データのエクスポート：TOP画面の方でエクスポートすると中企庁の
報告フォーマットで出力できない

2023年度（2023/6まで）に実装する方向で検討する。No.13と併せ
て対応

FY2023

12 面的推計：用途地域を細分化することができるようにしてほしい
町域別の用途地域がマスタとして取得できれば、対応可能→マスタ
がないため、対応不可。2023年度に別途対応策を検討する

FY2023

13 中企庁報告様式を選択すれば１発で出力できるようにしてほしい
2023年度（2023/6まで）に実装する方向で検討する。No.11と併せ
て対応

FY2023

14
１．「機械設備」の中から【車両とPC等ＯＡ機器】を抽出できるよ
うにしてほしい

被害情報登録画面にて、選択可能な費用項目に「車両」「PC等OA機
器」を追加する

FY2023

15
中小企業と小規模事業者全体の被害額で、「被害額に応じた構成割
合」のデータを作成してほしい

集計画面に追加が必要。全体のレイアウトを見直す必要あり。2023
年度に対応を検討する

FY2023

16
「商工会別の被害事業所構成グラフ」や「被害状況の内訳グラフ」
（土地・建物・機械設備・商品材料）でどの地域でどのような被害が
大きいのかを可視化してほしい

集計画面に追加が必要。全体のレイアウトを見直す必要あり。2023
年度に対応を検討する

FY2023

17 面的推計の計算式等が画面上ではわかりにくかった
マニュアルや画面の説明追加などが必要。2023年度に実装する方向
で検討する

FY2023

▌ FY2023（2/3）
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要望・改善一覧 FY2023

No 意見 対応 優先度

18 タブがイラストの部分でしかアクティブにならない
2023年度に実装する方向で検討する。企業一覧、メニューは対応可能
だが（1h）、被害情報のタブは工数がかかる可能性が高い（1～2h）

FY2023

19 被害情報入力画面は文字が大きく、検索画面では文字が小さい 検索画面のレイアウトについては、2023年度に対応を検討する FY2023

20
データ出力：フィルターをかけた状態で出力できるようにしてほし
い

2023年度に実装する方向で検討する FY2023

▌ FY2023（3/3）
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要望・改善一覧 実施時期要調整低

No 意見 対応 優先度

1 入力した内容を削除することはできるか
現状ではできないが、被害額や費目を0にして更新することで、対応
は可能。マニュアルに追記する

低

2 検索するときに「かな」検索することは可能か
事業者登録時に「かな」を入力する項目を追加し、検索機能に組み込
めば、対応は可能

低

3
個人事業主の事業者名をどこに入力するべきかわからない（特に屋
号がない場合は、事業者名に個人名を記載すればよいのか？）

事業者名の項目名を「事業者名または屋号」などに変更する 低

4
会員の事業者名読み仮名を保持している。郵便番号も持っている。
郵便番号でソートできる機能があれば助かる

事業者登録時に「郵便番号」を入力する項目を追加し、ソート機能と
して新たに郵便番号でのソートを実装すれば、対応は可能

低

6 担当者→所属している団体を記載する箇所を設けてほしい
所管を明確にしたいという意図。被害情報登録画面と企業一覧に表示
欄を作る

低

7 集計機能に報告用被害額の累計値を加えてほしい
現在の「概算累計」と「調査済み累計」のほかに追加する場合、集計
画面全体のレイアウトを見直す必要がある

低

▌実施時期要調整 低

7



要望・改善一覧 その他 却下、対応済み、調査中、対応なし

▌実施時期要調整 その他却下

No 意見 対応 優先度

1
被災後の復旧を考えると、事業者も入力できるようにしてほしい。
誰でも入力できると思うし、足りてない部分は商工会議所から連絡
すればいいと思われる

事業者に本ツールを解放する場合、ライセンス費用や入力内容の信頼
性などが問題となるため、本意見は採用できない

却下

2
本ツールに記録された被害金額が罹災証明書や被災証明書の発行に
利用できるようになるとよい

事業者に本ツールを解放する場合、ライセンス費用や入力内容の信頼
性などが問題となるため、本意見は採用できない
→2023年度に検索画面から個社の被害情報をPDF出力できるようにし、
各自治体内での対応に期待する

却下

3
現地でメモ程度の記述を行い、帰って来てから書き移す場合がある
ため、できる限り入力必須内容を減らしてほしい

必須項目は現在事業者名と業種のみであり、これ以上の対応は困難 却下

4
被害情報タブの費目テーブルが1行しか見えない。スクロールバーは
あるが、小さくて操作しにくかった

画面サイズまたはブラウザの倍率によるものと思われる 却下

5
写真を撮影する機能だが、表示が遅く間違えて消してしまったこと
があった

PowerApps側の処理性能もしくは端末スペックの問題と思われる 却下

6
データエクスポートの際にスクロールバーが小さいので対応してほ
しい

PowerBIのスクロールバーであるため、変更は難しいと考えられる 却下

7
検索画面：データを一つ選択して下の詳細ボタンを押すことで詳細
が見られるようになっているが、データをダブルクリックすること
で詳細を開けるようにしてほしい

PowerBIの仕様であり、対応は困難 却下

8



要望・改善一覧 その他 却下、対応済み、調査中、対応なし

▌実施時期要調整 その他対応済み

No 意見 対応 優先度

1 検索画面：商工会単位等で検索できるようにしてほしい 実装済み 対応済み

2 検索画面でデータが入力済みなのかがわからない ステータスを追加済み 対応済み

3 検索画面：町域の部分を複数選択できない
Ctrlを押下しながらクリックすることで複数選択可能である旨を、画
面およびマニュアルに記載済み

対応済み

4 検索画面で修正日時によるソート機能が欲しい
PowerBIで実装している箇所であるため、画面項目に修正日時を追加
することで対応可能（表の見出しをクリックすることでソート可）

対応済み

▌実施時期要調整 その他調査中

No 意見 対応 優先度

1
数字のところ（メールアドレス、電話番号）が文字列の入力になっ
ている等の入力補助が必要（IMEモードのon/offが制御できるよう
にしたい）

今後、具体的な対応策を調査検討する 調査中

2 一度入力した内容が予測変換のようなものが出ると良い 今後、具体的な対応策を調査検討する 調査中

▌実施時期要調整 その他対応なし

No 意見 対応 優先度

1
全国連の機能を利用しているので、インポートできるような機能を
実装していただきたい

全国連のシステムとのすみ分け等は、九州局にて対応予定 対応なし
9



感想（1/2）

▌ 感想：プロトタイプを使用した感想

No 意見 対応

1 面的推計：操作感は比較的簡単で問題はなかった ー

2 入力作業は難しくなく問題なかった ー

3
災害時にこのツールを持って現地に向かうことになると思うが、災害発生直後の被災事業者では
対応してもらえないこともあるのではないか

ー

4 入力作業は手間がかからない印象を受けた ー

5 Microsoftのシステム障害がない時に再度集計画面について確認したい ー

6
集計画面に表示されるデータやグラフについて：商工会議所独自でも調査をしているので、こう
いったものがあると助かる

ー

7
集計画面に表示されるデータやグラフについて：国に報告している情報を上にも報告しているの
で有用。また、グラフも利用できる

ー

8
集計画面に表示されるデータやグラフについて：被害調査を進めるうえで、可視化データを利用
することは便利だが、報告する際には利用できないかもしれない

ー

9
県庁でデータを入力することは少ないと思うが、検索画面等で表示されるデータの意味を確認す
るためにも入力方法について学習しておく必要がある

ー

10 データ入力については慣れれば問題なく入力することができそう ー

11 リアルタイムで情報を共有できることがいい ー

12
本会議所では定点調査する事業所が決まっているため、あらかじめ事業者の情報を入力すること
もできると思う

ー

＜別紙6＞

10



感想（2/2）

▌ 感想：プロトタイプを使用した感想

No ご意見 対応

13 入力作業がやりやすい ー

14 利用者からの質問が来ることが想定されるため、このシステムの質問に回答できる人を育成したい ー

15
面的推計：割合等、数値を入力する箇所は担当者の裁量で被害額が変わるので今後どうして行くべき
か迷っている

ー

16
個社推計：マニュアルを見ながらやってみたが、サポート要員に理屈を教えてもらいながら作業する
ことでよく理解することができた

ー

17 特になし ー

18 入れた情報をリアルタイムで確認できることは有意義だった ー

19 面的推計：操作は問題ない ー

20
推計の部分に関しての入力はまだ練習が必要だと感じた。本実証前にマニュアルを見てやってみたが、
十分に理解できなかった

ー

21
災害発生時に経産局~商工会が参加する会議の中で、被災状況と復興状況を確認している
復旧状態を入力できる項目が必要ではないかと感じた

ー

22 被災事業者の復旧に向けた支援策（補助金等）の申請漏れを防ぐことにも利用できそう ー

23 中小企業と小規模事業者の割合を既に実装いただいているのでありがたい ー

＜別紙6＞
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質問（1/1）

▌ 質問：プロトタイプに関する質問

No 意見 対応

1
情報提供の同意→推計等で事業者の方から同意を得られていないときに、同意す
るを選択していいものか

推計機能の利用有無に関わりなく、事業者の同意がない場合は、「同
意しない」を選択する

2
企業一覧の検索について→事業者が１０００件とか２０００件ある場合は何か絞
り込みできる機能はあるか

検索機能を実装済み

3 追加調査項目タブ：保険金の見込み額がわからなかった 現地調査でのヒアリングで確認する

4 データを確認する際にデータの更新ボタンがない 企業一覧上部に更新ボタンを実装済み

5 スマホ：現地調査登録機能だけを持っているのか スマホを横にすることで、ほかの機能も利用可能

6 災害名が後から出てくると思うが、災害名はどのような表記になるか
初めに災害名を仮置きしておき、公式の災害名が決まり次第災害名を
更新する。旧表記もカッコ書きで残しておく

7 更新ボタンを用意する必要はある 企業一覧上部に更新ボタンを実装済み

＜別紙6＞
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要望（プロト以外）（1/1）

▌ 要望（プロト以外）：プロトタイプそのものではなく、使い方や使う人に対する要望

No 意見 対応

1 面的推計：推計されるデータが現実的ではなかった
設定・提供したデータ数値が適切ではなかったことが要因であり、面的
推計の機能そのものは正常に動作している

2
職員個人のスマホを利用することは問題があると思う。タブレットがあるの
でそちらを利用することも想定している

個人所有のスマホを利用するか否かは、何ら強いるものではなく、各機
関、個人の判断に委ねられる

3
個社推計の際に事業者敷地面積の入力が必要だが、現地にいけない場合に
データを取得することが難しい

個社推計は現地調査において利用することが前提となっている

4
面的推計：入力はしやすいが、入力する数値は担当者によってはイメージで
きないことがある

年に一回程度、オンラインで研修を実施し、入力データのイメージ・相
場観を確認できる機会を設けたい

5 数値を入れる箇所の単位が統一されていない部分がある
追加調査項目を設定する際に、入力説明として、千円単位である旨を設
定する

6
追加項目欄を気軽に加えることのできることにより、質問事項が増加してし
まうのではないか

県等の運用上の問題であるが、現地調査の負荷を考慮した運用とするよ
う周知したい

＜別紙6＞

13




